
別記様式第１８号（第１３条関係）

事 業 実 績 書

団体名 秋穂二島地区連合自治会

１ 総括

２ 事業内容

（１）協議会運営

事業費

事務局の

運営体制

（２）地域振興

事業名

事業費

事業概要

事業概要

事業概要

（成果・評価） 地域担当の助言・支援を受けながら事務局運営を遂行した。

（今後に向けて）

事務局運営が地域で運営できるように体制づくりを構築していきたい。

活力あふれる二島づくり

３４５，７３８円

（実施内容） 二島地区体育祭

（実施時期） 平成２２年４月

地域で真に求められていることを実現するよう、今年度から専門部会を設立し、各団体の意見交換や
情報収集をしたうえで活動計画を決めた。活動計画の中でも特に地域活性化につなげていく目的で
開催した地産地消B級グルメコンテストについては、マスコミから多数取材があり地区内外に広くPRさ
れた。今後は、今年度の活動を基に秋穂二島地区の良さを再発見し、更に住みよい地域づくりを進
めたいと考えている。

８８４，０７６円

（事務員等の雇用人数） 事務局員：１名

（運営費の主な内容） 事務局人件費、事務費

（参加人数） ６００人

（成果） 親睦と協調、階層に応じた体力づくりがされた。

（評価） 地域総ぐるみの体力づくりと心のふれあいができた。

（今後に向けて） 参加者が増えるよう内容を充実させていきたい。

（実施内容） 各自治会開催まつり

（実施時期） 平成２２年４月～９月

（参加人数） ７９５人

（成果） １０地区中８地区で開催された。

（評価） 住民の連帯感が深まった。親睦と協調性が養われた。

（今後に向けて） 郷土愛や地区の連帯感が深まるよう支援していきたい。

（実施内容） 南大神神楽活動

（実施時期） 平成２２年１２月～

（参加人数） １３人

（成果） 郷土芸能復活のため小道具等の修繕をした。

（評価） 使用道具が整ったことで、郷土芸能復活の足掛かりとなった。

（今後に向けて） 郷土芸能を継承するための人材確保に力を入れていきたい。



事業名

事業費

事業概要

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業概要

（評価） マスコミに取り上げられたため、地区内外にアピールできた。

（今後に向けて） 商品化されるよう多くの作品を募っていきたい。

（実施内容） 地産地消Ｂ級グルメコンテスト

（実施時期） 平成２２年１０月

（参加人数） ２０人

（成果） １１作品の応募があった。

（参加人数） ５人

（成果） 「HOT愛を二島」のロゴシールを１，０００枚作成し子どもを中心に配布した。

（評価） 郷土愛を抱かせるようなシールが完成した。

（今後に向けて） 「HOT愛を二島」のマスコットキャラクターを募りたい。

交流と発展の二島づくり

１１１，１９８円

（実施内容） マスコットシール作成

（実施時期） 平成２２年１２月

（評価） 住民の情操感を養うことができた。

（今後に向けて） コンサート開催の住民周知を強化していきたい。

健康で元気な二島づくり

４３３，８５４円

（実施内容） HOT愛コンサート

（実施時期） 平成２２年１０月

（参加人数） １５０人

（成果） 身近で生演奏が聴ける場所が提供できた。

（参加人数） １００人

（成果） ２回の講演会を行った。次回の演題アンケートを実施した。

（評価） 参加者が予想以上に多く好評だった。

（今後に向けて） ニーズに応じた講演会開催により参加者を増やしたい。

（実施内容） 講演会開催

（実施時期） 平成２２年１０月、平成２３年２月



事業名

事業費

事業概要

事業概要

事業概要

（３）地域福祉

事業名

事業費

事業概要

（参加人数） ９２人

（成果） 地元で採れた土を利用した陶芸教室を開催した。

（評価） 陶芸教室を通じて親子の絆と地域の交流が図れた。

（今後に向けて） 参加者数が増えるよう広く周知していきたい。

（評価） 秋穂二島の地域づくり計画について、住民へ周知することができた。

（今後に向けて） 広報発行回数を増やしていきたい。

（実施内容） 親子陶芸教室

（実施時期） 平成２２年８月

（実施内容） 広報紙

（実施時期） 平成２２年１０月、平成２３年３月

（参加人数） ８人

（成果） ２回広報を発行した。

連携・協調の二島づくり

２５６，５３０円

健康で元気な二島づくり

１０８，２００円

（実施内容） 高齢者支援

（実施内容） 中学生とたんぽぽ学級（留守家庭児童学級）の子ども達との交流

（今後に向けて） 各地区内の横の連携が図られるようにしていきたい。

（実施時期） 平成２２年４月～平成２３年１月

（参加人数） ５４１人

（成果） 各地区の実情に応じた支援策が講じられた。

（評価） 各区長と民生委員との話し合いや協力により支援策が決められた。

（実施時期） 平成２２年１１月

（参加人数） ３０人

（成果） 中学生４人の参加があった。

（評価） 地域内の子ども達の縦の繋がりが深まった。

（今後に向けて） 交流が深まる内容にしていきたい。



（４）安心・安全

事業名

事業費

事業概要

事業概要

事業概要

（５）環境づくり

事業名

事業費

事業概要

事業概要

安心・安全な二島づくり

８３６，２９９円

（実施内容） 二島みまもり隊等グッズ作成

（実施内容） 危険箇所（ため池等）の看板設置

（参加人数） １００人

（成果） 原材料支給し住民の力で生活道路が補修・整備された。

（評価） 生活環境が改善された。

（今後に向けて） 生活環境を改善していきたい。

きれいで住みよい二島づくり

６３１，８１５円

（実施内容） 環境整備（法定外公共物等整備事業以外の環境づくり）

（実施時期） 平成２２年４月

（成果） 自主防災に関する講座開催により防災意識の高揚となった。

（評価） 自主防災組織設立や設立予定地区があった。

（今後に向けて） さらに自主防災意識の高揚となるよう講座を設けていきたい。

（実施時期） 平成２２年１０月

（参加人数） ５０人

（成果） 帽子１４４個、ジャンバー５５枚、トランシーバー４台を購入した。

（評価） 帽子やジャンバーを着用することで一体感が感じられるようになった。

（実施内容） 通学路等整備

（実施時期） 平成２２年９月、１１月、平成２３年３月

（参加人数） ５０人

（成果） 通学路の清掃やカーブミラーの清掃活動で環境が改善された。

（評価） 幼稚園、小・中学校PTA合同での取り組みにより活動体制づくりができた。

（今後に向けて） 参加者が増えるような活動にしていきたい。

（実施内容） 自主防災の啓発

（実施時期） 平成２２年９月、１２月

（参加人数） １５人

（今後に向けて） ため池以外の危険箇所の点検もしていきたい。

（実施時期） 平成２２年１１月～平成２３年２月

（参加人数） １０人

（成果） ため池を中心に３５箇所看板を設置した。

（評価） 危険箇所の一斉点検ができた。

（今後に向けて） 活動に必要なグッズを揃えていきたい。



事業概要

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費
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（注） 事業概要の欄には、事業の目的、事業内容、実施時期、参加予定者数等の項目で概要を記載し
てください。

（今後に向けて） 全地区で活動が広がるようにしていきたい。

（参加人数） ５０４人

（成果） 各地区で市道の除草・清掃美化活動が活発となった。

（成果） 子どもが少ない１地区を除いた全地区が活動された。

（評価） 山口県花いっぱい運動「知事特別賞」を受賞した。

（今後に向けて） 花壇活動を継続していきたい。

土木工事（法定外公共物）

１，３８３，８４６円

（実施時期） 平成２２年４月～平成２３年１月

（参加人数） ２７０人

（評価） 生活環境が整備された。

（実施内容） 子ども会花壇活動

（実施時期） 平成２２年４月～平成２３年３月

（実施内容） 法定外公共物の整備

（実施内容） 各自治会花いっぱい運動

（実施時期） 平成２２年５月～１０月

（参加人数） ５０人

（成果） 国民体育大会を期に花いっぱい運動の取り組みがなされた。

（評価） 幹線沿いが花で彩られた。

（今後に向けて） 花いっぱい運動が全地区に広がるようにしていきたい。

環境づくり

１５５，０００円

（実施内容） 道路環境美化事業

（実施時期） 平成２２年７月～平成２３年３月

（参加人数） ８人

（成果） 法定外公共物の整備を４ヶ所行った。

（評価） 同上

（今後に向けて） 地域内の要望を把握し、随時対応していきたい。

（今後に向けて） 地域内の要望を把握し、随時対応していきたい。

土木工事（単市土地改良）

４４０，０００円

（実施内容） 単市土地改良事業の実施

（実施時期） 平成２２年７月

（参加人数） ２人

（成果） 単市土地改良の整備を１ヶ所行った。

（評価） 同上


